
[はじめに]
今回は, 第六章 [�] ジョルジュ・サンドの
つづきである｡ ここでのショパンは, ピアノ

音楽史で, 重要な作曲家の一人であり, 限ら

れた領域ではあるが, 傑作を遺した｡

ただ遺された作品は, 彼の才能に比し, 極

めて限定的で少ない｡ この事は, 後世に彼の

名を残すのに有利に働いたかもしれないが,

残念な気もする｡

本稿では, 彼の人生を表面的, 単純に讃美

するのではなく, 彼の俗っぽい貴族趣味に生

きた人生, 真実の姿を若干のオブラートに包

みながら, 述べたい (個人的見解)｡

図��で, 右棚の上から�段目, 赤枠の部分
がショパン全作品の全集である｡
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図�� ショパンの作品全曲
：ショパンの作品全曲
：リストのピアノ独奏曲

リストには, この他, 多数の鍵盤楽曲があり, それだけでショパンの全作品の��倍以上に及ぶ｡
その他, リストには, 膨大な, 宗教歌や交響曲, 歌曲などがある｡



その右側と下段の青枠の部分が, リストの

ピアノ独奏曲全集 (�.ハワード) である｡
リストには, 他に�台のピアノ, オルガン
曲など膨大な鍵盤楽器曲があり, それらでショ

パンの全作品の��倍以上に及ぶだろう｡
更にリストには, 多分, 同等の交響曲, 交

響詩, 歌曲, 宗教曲, 室内楽曲等がある｡

ショパンの作品数が, 非常に少ない事が分

かるだろう｡ その全貌は, 一目で見渡せる｡

図��は, 現代のヨーロッパ地図である｡ 各
国や, 大都市の位置関係を理解する為の一助

として提示する｡

[�] ジョルジュ・サンド つづき

(�) リスト, マリー・ダグーとジョルジュ
リストは����年, ベルリオーズに狭き門の
マリー・ダグーのサロンで, ダグーを紹介さ

れた｡ マリー自身, フンメルにピアノを習っ

たと言われる｡

リストとマリーは, まもなく親しくなる｡

��年には, リストはミュッセの紹介で, ジョ
ルジュ・サンドとも知り合う｡

図��のように, ジョルジュは男女同権主義
者で, タバコをふかした｡ またズボン等, 男
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図�� 現代のヨーロッパ地図
図�� リストの肖像画

ジーン・シェファによる油絵 (����～��)｡
(����������������������������������������)



装を好んだ｡

ペンネームのジョルジュ (男性名) は, 昔

の恋人の作家, ジュール (ジョージ)・サン

ドーにちなむ｡ 作家としてのジョルジュの文

学全集は, ���巻にも及ぶ｡
ジョルジュには, 息子のモーリスと娘のソ

ランジュの�人の子供がいた｡ �人家族は, ジョ
ルジュの領地, ノーアンの館に住んでいた｡

図��は, 館内で, リストがジョルジュにピ
アノを弾いて聴かせている所を, モーリスが

描いたものである｡

リストは, くつろいだ様子で弾いているが,

上肢・手の位置など, 彼の演奏の特徴をよく

とらえている (ドラクロワ仕込み)｡

画の右上には, ｢ママは, リストの演奏に

びっくりしている｣ と書いているのが分かる｡

巨匠ドラクロワは, 弟子をとらなかったが,

モーリスには, 特別に教えていた｡

(�) ポーランド情勢とショパンがパリに到着
し, ジョルジュと出会うまで

ヨーロッパの位置関係は, 図��を参照して
頂きたい｡

さて��世紀末～��世紀初頭に, ポーランド

は�度に亘り, ロシア, プロイセン (ドイツ),
オーストリアの�列強により,分割されていた｡����年, 仏のナポレオンによるナポレオン
戦争により, ポーランドは短期間, ワルシャ

ワ公国として独立した｡ 然し, その後の, ナ

ポレオンの敗北により, ��年のウィーン会議
で, ロシア皇帝を元首とするポーランド立憲

王国が成立した｡

この時, 将来ショパンを援助する事になる,

ポーランド人が, フランスやプロイセンに多

数亡命した｡

その後, ロシアの専制に対し, ポーランド

人は, 独立の機会を窺っていた｡

独立運動 (革命) の機運が高まり, 一触即

発の状態であった����年��月�日, 一刻も早
い脱出を考えたショパンは ｢理想の女性｣ コ

ンスタンチアを残し, 親友のティテュスと�人で, 祖国のワルシャワを後にした｡
向かう先は, ハイドン, モーツァルト, ベー

トーヴェンなど活躍の, 音楽の聖地ウィーン

である｡

ウィーンは, 前年ショパンが訪れ, 演奏会

や, ベートーヴェンのパトロンのリヒノフス

キ伯爵家のサロンなどで称讃を得ていたから

である｡

ポーランドを無事脱出し,安心したショパン

は, 希望に胸をふくらませていたに違いない｡��月��日には, ドレスデンに到着｡ ここで
は, ポーランドの同胞のコーマー伯爵邸に立

ち寄り, その長女, デルフィーヌ・ポトツカ

伯爵夫人と出会う｡ 彼女はその後, 恋人, 親

友となる｡��月��日, ウィーンに到着｡
ところがわずか�日後の��月��日, ワルシャ
ワで恐れていた革命が勃発した｡

ティテュスは, 祖国ポーランドの為に, ロ

シア軍と戦うと, 直ちに祖国に向かった｡
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図�� ノーアンの館でピアノを弾くリスト
ジョルジュの息子, モーリスの画 (�������)
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ショパンは, 家族, 同胞, 祖国の運命を心

配し, 口に出したり, 手紙にしたためたりは

したが, 同胞の凄惨な革命闘争の中, 結果的

に保身の為, ウィーンに留まるのである｡

ショパンは ｢仕方なく, 夕方には正装に着

がえ, 出席する沢山の晩餐会, 演奏会, 舞踏

会は退屈なばかりで, 良い事は何もない｡ ワ

ルシャワに帰れば, 父の重荷になるだけだ｣

などと自己弁護に努めながら, どっぷり上流

階級趣味に染まっていくのである｡

友人達は,ぞくぞく革命軍に加わり,前戦に

出兵した｡ 祖国の革命の戦いは, 激しさを増

していったが,それと共に,かつてポーランド

を分割していたオーストリア人の, ポーラン

ド人に対する反感, 憎しみは増大していった｡

様々な理由はあろうが, ウィーンで身の危

険を感じてきたショパンは, 苦労の末, ��年�月��日, 今度はパリに向けて出発した｡
途中ザルツブルクを経て, ミュンヘンに到

着｡ 安全なこの地で数週間滞在し, 演奏会を

開き, 良好な批評を得た｡

然し演奏会の数日後, シュトゥットガルト

で, 多数の犠牲者を出した祖国の革命は失敗

し, ワルシャワが陥落した事を知る｡����年�月中旬, パリに到着した｡
彼は, マルファッティの紹介状を利用し,

パリの音楽家達に近づいていった｡ そして,

リスト, ヒラー, メンデルスゾーンなどと親

しくなり, ��年にパリでの第�回目の演奏会
を開いた｡ 演奏会は成功したが, 赤字で経済

的には恵まれなかった｡

(付録) ピアノの歴史とサル・プレイエル

打弦楽器のピアノは, ����年頃に伊のクリ
ストフォリが考案したと言われ, ����年頃に
は, 撥弦楽器のクラブサン (仏), ハープシ

コード (英) に完全に取ってかわった｡

ベートーヴェンは, フォーゲル, エラール,

シュトライヒャー, ブロードウッドなどを贈

られたが, ピアノの音域が拡大する毎に, 作

品の音域が広がっていった｡��世紀初頭, ウィーンでは, ナネッテ, シュ
トライヒャー, グラーフ, ベーゼンドルファー

が, 英ではブロードウッド, パリでは, エラー

ルとプレイエルが知られていた｡

特にエラールは, ����年にダブル・エスケー
プメント・アクションの特許を得た｡ この機

構により, 毎秒約��回の同一音の高速連打が
可能となり, トリルやトルモロの演奏上の表

現力が高まった｡

ベーゼンドルファーやベヒシュタインは,

リストの強烈な打鍵に耐えられるピアノとし

て有名になった｡����年, スタインウェイは, それまでの鉄
製フレームと交叉弦, それにダブル・エスケー

プメントを採り入れたグランドピアノを作製

し, 薩摩も出展した����年のパリ万博で好評
を博した｡

(鉄製フレーム：�つの鍵盤に, 最大�本の
弦が対応するので, ��鍵に対し���本以上の
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図�� サル・プレイエル (パリ)��世紀にピアノ製造業は発展した｡ ����年にプレイエ
ルのホール, サル・プレイエルは���席となった｡ ショ
パンは, プレイエルに前奏曲集を献呈｡

(音楽の手帖, ショパン, 青土社, ����)



ピアノ線, ミュージック・ワイヤーが必要で,

フレームにかかる張力は巨大となる)����年製のショパン所持のプレイエルや沢
山のリストのピアノなどで演奏した, ��や��は多種あり, 当時の音を楽しめる｡��世紀, 精密楽器ピアノ製作は一大産業で
あり, 繁栄していた｡ ��年のショパンのパリ
での第�回演奏会も, プレイエル・サロンで
催された｡

この演奏会場は, ��年には, ���席のサル・
プレイエルに拡大された｡

ショパンの公開演奏会は稀で, �年間の空
白後, ��年�月にここで演奏会を開いたが,
この時, 親切なリストは批評家として, 音楽

雑誌で彼を絶賛した｡

更に, ��年�月��日, �年間の空白を経てパ
リで最後となる演奏会を, ここで開いた｡ 家

族への手紙は, ｢一週間前から切符は売切れ,

一律��フランで, 宮廷で��枚の買いあげがあっ
た｡ �回目の演奏会の申し込みもきている｣
など, 得意満面の内容であった｡ 会は, ��年
にポトツカに献呈した ｢小犬のワルツ｣ で最

高頂に達し, この曲はアンコールされた｡

久しぶりの聴衆を前の演奏会ではあったが,��フラン金ル貨イ一枚を払える庶民はほとんどい
なかった｡ 会場を満たしたのは, 貴族階級な

どの婦女子であった｡ 気を良くしたショパン

は, 次の演奏会を�月��日に予定した｡
ところが,この演奏会の�日後の��年�月��日,
パリ�月革命が勃発し, ��日に新政府が樹立
した｡ (付録 おわり)

さて話をもとにもどそう｡ ����年, パリで
の初の演奏会は成功はしたものの, 赤字で経

済的には恵まれなかった｡

更にこの年, パリは, ��年の�月革命の余
波とコレラに明け暮れていた｡

パリで経済的に希望が持てないと感じたショ

パンは, 今度は新天地のアメリカで一旗揚げ

ようと, 亡命ポーランド人達と, アメリカ渡

航を考えていた｡

この頃, 街角でたまたま出会った旧知のラ

ジヴィーウ公爵に渡米計画を話した｡ 驚いた

公爵は, ロスチャイルド男爵のサロンに行く

よう紹介した｡ ここで, 称讃を得, 彼の世界

は一変し, ショパンの生涯の生活パターンが

確立する｡ ショパンは上流階級の婦女子達の

間で, 多くのレッスン希望者を得る事ができ

るようになったのである｡ ショパンは, ロス

チャイルド男爵夫人に, ｢バラード第�番｣ と
｢ワルツ, 作品����｣ を献呈した｡
図��は, 恩人のラジヴィーウ公爵家のサロ
ンで演奏するショパン｡ ショパンのサロンで

の演奏の絵は, ほとんど目にしない｡

これは, ポーランドの画家, シェミラッキ

が想像で描いたものである｡

チェロと作曲を趣味とした公爵に, ショパ

ンは, ����年作曲の唯一の ｢ピアノ三重奏曲｣
を��年に献呈している｡
リストやシューマンなどの称讃にて, 自信

を得たショパンの選んだ道は…｡

ショパンは, 上流階級の邸宅, サロンで優
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図�� ラジヴィーウ公爵家でのショパン
シェミラッキが想像で描いた絵

(西洋音楽史大系�, ����学習研究社, ����)



美, 甘美な曲を演奏し, 夫人や令嬢を魅了し,

多くの小曲を彼女達に献呈し, 彼女達の自尊

心をくすぐり, 教師として高額なレッスン料

を稼ぐのである (この点は, 前途有望なピア

ニストに無料でレッスンをつけ, 数多くの次

代を担った歴史的大ピアニストを育てたリス

トとは大きく異なる)｡

労働者の日給が�～�フランの時代に, ショ
パンの�レッスン料は, ��～��フラン, 多い
日は, �日�～�レッスンをこなしたとも言わ
れる｡

仕立てのよい高級服を着て, 香水を振り掛

け, 白手袋を持ち, 上流階級の仲間入りをす

るという, 彼の夢見た理想の生活を手にした

のである｡

その後, ショパンは, 作曲の師エルスナー

の希望するような大曲を作曲する事はなかっ

た｡ なお, 彼は正式にピアノ奏法を学んだ事

は無かった｡ 彼の演奏は, 教育の賜ではなく,

彼の生来の能力に負っているのである｡

大曲としては, 生涯に彼は, ピアノとオー

ケストラのための曲を�曲書いている｡�曲のピアノ協奏曲を含む, �曲は全てポー
ランド時代のものである｡

例外の�曲, アンダンテ・スピアナートと
華麗なる大ポロネーズのポロネーズは, ��～��年の作曲, アンダンテ・スピアナートのみ
が, パリ時代の����年の作曲である｡
そもそも, 婦女子が大曲を献呈されても無

意味で, それより自分で演奏できる優美な小

曲を贈られた方がうれしいのは, 自明の事で

あるし, 小曲を沢山書いた方が, 献呈するの

に数の上でも効率がよい｡

ちなみに��年には,プレイエル夫人に, ｢�つ
のノクターン作品�, ノクターン第�, �, �番｣
を献呈している｡ ぬかりない｡

プレイエル夫人とは, ベルリオーズとの婚

約を破棄し, さっさとピアノ製作業者プレイ

エルと結婚した, 女流ピアニスト, マリー・
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��図�� 女流ピアニスト, マリー･モーク＝プレイエル
(西洋音楽史大系�, ����学習研究社, ����) 図�� プレイエル夫人と共演するリスト

プログラム�番は�人の ｢華麗なる二重奏｣
(プレイエル夫人の����年の演奏会プログラム)



モークである｡ プレイエル夫人はリストとも

親しく, 共演もしている (図��, ��)｡
なお�番は, タイロン・パワー, キム・ノ
ヴァク主演映画 ｢愛情物語, ����｣ の主題歌
(�����������) として, カーメン・キャバレ
ロのアレンジと演奏で有名となった｡

キャバレロやオスカー・ピーターソンらが

鹿児島で公演した時代が, なつかしい人もい

らっしゃるだろう｡

ショパンのノクターン (夜想曲) や, マズ

ルカ, ワルツなどは, 婦女子への献呈に最適

であった｡��年には, 前記のデルフォーヌ・ポトツカ
伯爵夫人という恋人 (後に親友) もできた｡

彼女には, 重要な ｢ピアノ協奏曲第�番｣ と
通称 ｢小犬のワルツ, 作品����｣ を献呈した｡��年には, ドレスデンで旧知のポーランド
貴族, ヴォジンスキ伯爵家を訪れた｡ ここで,

美しく成長した令嬢のマリアと再会した｡

早速ショパンは ｢ワルツ, 作品����｣ を作
曲, ｢マリア嬢のために, ����年��月, ドレ
スデンにて｣ と記し, マリアに献呈した｡��年夏, 伯爵一家がマリエンバードの別荘
に滞在中と知ったショパンは, 直ぐ様そこに

駆けつけた｡ 自信満満のショパンは, マリア

に求婚し, 見事, 婚約を勝ちとった｡

この頃,マリア・ヴォジンスカが描いたショ

パンの肖像画が残されている｡ ショパンの知

性と繊細さをよく表現している (図��)｡
ショパンは, 名実共に上流階級になる事を

実感したに違いない｡祖国ポーランドやコンス

タンチアの事など, どこ吹く風の気分である｡

然し不幸な事に, 婚約は破棄された｡

この楽譜は, 出版される事なく, ショパン

の死後, 手紙の束と共に発見された｡

楽譜には, マリア自身の手で ｢�������,
さようなら｣ と書き込まれていた｡

この曲は, ����年 ｢別れのワルツ｣ として
出版された｡ はかない恋であった｡

前記のように, 夜想曲では�番が有名だが
遺作 (作者の死後出版された作品, 通常作品

番号は無い) の�曲が遺された｡
この中の夜想曲嬰ハ短調は, ショパンのポー

ランド時代の����年, ｢私の第�協奏曲の練習
前に, 姉のルイーズが弾くために｣ と記され

た, わずか�分強の哀愁に満ちた小曲である｡
この曲を聴くと, ワルシャワを去った後の,

ショパンの悲しくも, はかなく短い人生を暗

示しているように感じるのは, 私だけであろ

うか｡ ダヴィンチのモナ・リザのように, ショ

パンが生前, この曲を出版しなかった事が分

かる気がする｡

(つづく)

鹿児島市医報 第��巻第�号 (通巻���号) ����(令和�年)

[随筆・その他]

��

図�� 婚約者マリア・ヴォジンスカの画いた
ショパンの肖像画 (����)
(音楽の手帖, ショパン, 青土社, ����)


